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●南越谷地区コミュニティ推進協議会　総会
　５月10日㈮　午後７時　南越谷地区センター

　越谷市・南越谷地区合同総合防災訓練は晴天に
恵まれ、多くの皆様のご参加をいただき、ありが
とうございました。春はスタートのとき、特に今
年は新しい時代の始まりを期待いたしましょう。

お知らせ

ポリオワクチン／10,752人分
CO2発生削減／67,741Kgでした。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
!

期間：H19.12.1～ H31.2.4

累計で8,929,483個

H20年度 H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
回
収
報
告
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コミュニティ南越谷コミュニティ南越谷

地域包括支援ネットワーク会議
独居高齢者世帯増加に向けた対応

　
３
月
１
日
㈮
、
南
越
谷
地
区
の
自
治
会
長
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
45
名
が
出
席
し
て
、

平
成
30
年
度
第
３
回
の
南
越
谷
地
区
地
域
包

括
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
が
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
南
越
谷
の
主
催
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
初
め
に
支
援
セ
ン
タ
ー
南
越
谷
へ
の
相
談

状
況
と
ケ
ー
ス
検
討
会
議
の
報
告
が
あ
り
、

続
い
て
９
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
「
独
居
高
齢

者
世
帯
増
加
に
向
け
た
対
応
」
に
つ
い
て
話

し
合
い
、
そ
の
問
題
点
を
掲
示
し
、
今
後
の

課
題
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
と
違
う
地
域

の
方
と
一
緒
の
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
て
話
し
合

う
こ
と
が
で
き
て
有
意
義
で
し
た
。

南越谷小学校地域懇談会
多種の学校応援団に感謝

　
３
月
５
日
㈫
、
南
越
谷
小
学
校
で
本

年
度
第
２
回
地
域
懇
談
会
が
、
学
校
評

議
員
、Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
区
セ
ン
タ
ー
所
長
、

自
治
会
長
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
見

守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
28
名
の
参
加
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
初
め
に
戸
張
校
長
よ
り
日
頃
の
支
援

に
感
謝
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
次
に

教
頭
よ
り
「
学
校
応
援
団
」
の
活
動
を

画
面
で
説
明
、
学
校
評
価
と
今
年
度
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
資
料
を
基
に
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
質
疑
応
答
に

入
り
、
小
中
一
貫
教
育
や
子
ど
も
見
守

り
等
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

自治会シンポジウム
元気な地域の創り方=人づくり

　
２
月
16
日
㈯
、
第
９
回
自
治
会
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
越
谷
市
中
央
市
民
会
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
昨
今
、
自
治
会
を
取
巻
く

環
境
は
高
齢
化
社
会
の
到
来
や
、
自
治
会

加
入
者
の
減
少
等
大
き
く
変
化
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
自
治
会
運
営
の
一
助
と
な
る

こ
と
を
目
的
に
、
ま
ち
づ
く
り
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
西
川
り
ゅ
う
じ
ん
氏
に
よ
る
「
元

気
な
地
域
の
創
り
方
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
目
指
す
べ
き
「
ま

ち
づ
く
り
」の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
ソ

フ
ト
・
ハ
ー
ド
・
情
熱
」
で
あ
る
。

ま
た
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
成
功

さ
せ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、「
あ
・

い
・
う
・
え
・
お
」
す
な
わ
ち
「
あ

そ
び
心
・
癒
し
・
う
ま
い
・
選

ば
れ
る
・
お
も
て
な
し
」で
あ
る
。

越
谷
市
は
15
歳
未
満
の
人
口
が
県
内
３
番

目
に
多
く
て
、
子
ど
も
が
多
く
住
み
や
す

い
環
境
に
あ
る
。

　
若
者
が
住
み
た
い
町
に
す
る
に
は
ど
う

す
る
か
、
未
来
の
越
谷
市
を
担
う
若
者
に

チ
ャ
ン
ス
を
与
え
、
そ
れ
を
支
援
す
る
姿

勢
が
大
切
で
あ
る
。
ス
テ
ー
ジ
よ
り
降
り

て
質
問
に
答
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

「緑のオアシス」に認定「緑のオアシス」に認定
　
昨
年
５
月
に
「
こ
し
が
や
緑
の
オ
ア
シ
ス
２
０

２
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
で
ゴ
ー
ヤ
の
苗
を

南
越
谷
地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
玄
関
前
に
植
え

ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
越
谷
市
か
ら
「
緑
の
オ
ア
シ
ス
」
に

認
定
さ
れ
、
認
定
証
と
認
定
プ
レ
ー
ト
を
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

VR消火体験VR消火体験

傷病者搬送訓練傷病者搬送訓練 倒壊建物救出訓練倒壊建物救出訓練

水消火訓練水消火訓練 バケツリレー消火訓練バケツリレー消火訓練 高所救出訓練高所救出訓練

簡易間仕切り組立訓練簡易間仕切り組立訓練ポンプ操法訓練ポンプ操法訓練 ライフライン復旧訓練ライフライン復旧訓練

※パッククッキング：ポリ袋に食材を入れて湯せんで火を通す調理法※パッククッキング：ポリ袋に食材を入れて湯せんで火を通す調理法

まなぼうさい（体験・展示）まなぼうさい（体験・展示）

体験訓練「パッククッキング※」体験訓練「パッククッキング※」炊出し訓練炊出し訓練

帰宅困難者対策訓練帰宅困難者対策訓練

蹴破り訓練蹴破り訓練

シェイクアウト訓練（姿勢低く・頭守って・動かない）シェイクアウト訓練（姿勢低く・頭守って・動かない）

　
19
年
振
り
に
越
谷
市
と
の
合
同
防
災
訓

練
が
約
２
千
２
百
名
（
う
ち
中
学
生
１

６
４
名
）
参
加
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
主

催
者
は
複
数
回
協
議
を
重
ね
、
南
越
谷
地

区
の
特
徴
を
踏
ま
え
た
帰
宅
困
難
者
対
策

訓
練
と
マ
ン
シ
ョ
ン
の
ベ
ラ
ン
ダ
に
あ
る

隔
て
戸
を
蹴
破
る
訓
練
も
加
え
ま
し
た
。

　
傷
病
者
搬
送
訓
練
、
倒
壊
建
物
救
出
訓

練
や
避
難
所
開
設
訓
練
な
ど
各
種
の
訓
練

参
加
者
は
、
消
防
署
職
員
等
の
指
導
の
も

と
積
極
的
に
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
陸
上
自
衛
隊
・
新
日
本
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

㈱
や
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
被
害
状
況
調
査
、

各
機
関
に
よ
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
復
旧
、
ポ

ン
プ
車
に
よ
る
消
火
操
作
、
高
崎
市
（
災

害
時
相
互
応
援
協
定
市
）
と
越
谷
警
察
署

よ
り
救
援
物
資
の
輸
送
、
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
の
「
お
に
ぎ
り
」、
南
越
谷
地
区
住

民
と
自
衛
隊
に
よ
る
「
す
い
と
ん
」
の
炊

出
し
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
公
民
館
主
催
の
「
ま
な
ぼ
う
さ
い
」
で

は
体
験
・
グ
ッ
ズ
の
展
示
、
更
に
は
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
に
２
５
３
名
が
参
加
し
て

廃
油
で
作
っ
た
エ
コ
キ
ャ
ン
ド
ル
を
も
ら

い
ま
し
た
。

　
閉
会
式
で
は
越
谷
市
消
防
署
三
大
寺
消

防
長
の
講
評
と
高
橋
市
長
よ
り
訓
練
参

加
・
協
力
に
感
謝
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

南
越
谷
地
区
自
治
会
連
合
会
清
水
会
長
の

閉
会
の
言
葉
で
終
了
し
ま
し
た
。そ
の
後
、

「
す
い
と
ん
」「
お
に
ぎ
り
」「
ア
ル
フ
ァ
米
」

「
ク
ラ
ッ
カ
ー
」
の
配
食
が
あ
り
ま
し
た
。

第35回越谷市・南越谷地区合同総合防災訓練
南越谷小学校校庭・小学校体育館・南越谷地区センター　３月10日㈰

主催／越谷市・南越谷地区自治会連合会・
　　　南越谷地区コミュニティ推進協議会

8,929,483個



村松真貴子氏

高松教授

南越谷地区コミ協

誓いの言葉
キッズダンス

街
を
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う

ビ
オ
ラ
花
苗
を

地
区
内
自
治
会
に
配
布

講演会 展示

参加者還元

ものづくり

まちづくり

ことづくりひとづくり

　
２
月
16
日
㈯
、「
南
越
谷
地
区
ク
リ
ー
ン

活
動
」
が
コ
ミ
協
環
境
・
衛
生
部
会
を
中

心
に
16
名
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
午

前
９
時
に
地
区
セ
ン
タ
ー
前
に
集
合
し
、

新
越
谷
駅
・
南
越
谷
駅
方
面
の
北
コ
ー
ス

と
蒲
生
駅
方
面
の
南
コ
ー
ス
の
２
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
出
発
し
ま
し
た
。

　
リ
ヤ
カ
ー
に
は
「
街
を
き
れ
い
に
し
ま

し
ょ
う
」
の
昇
り
旗
を
掲
げ
、
路
上
、
植

え
込
み
、
公
園
な
ど

の
空
き
缶
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
、
た
ば
こ
の

吸
い
殻
な
ど
の
ゴ
ミ

を
２
時
間
程
か
け
て
丁
寧
に
収
集
し
た
結

果
、
可
燃
ゴ
ミ
５
袋
と
不
燃
ゴ
ミ
２
袋
が

集
ま
り
ま
し
た
。

　
越
谷
中
央
市
民
会
館
の
前

庭
や
１
階
〜
５
階
の
ロ
ビ
ー
、

各
部
屋
で
越
谷
市
の
88
団
体

の
展
示
・
体
験
・
演
奏
等
が

９
時
30
分
〜
15
時
30
分

ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
南
越
谷
地
区
コ
ミ
協

で
は
、地
区
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
を
紹
介
し
た
パ
ネ

ル
（
中
央
に
環
境
・
衛

生
部
会
と
防
犯
部
会
の

イ
ベ
ン
ト
を
強
調
し
た
）

と
色
と
り
ど
り
の
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
を

使
っ
て
描
い
た
ガ
ー
ヤ

ち
ゃ
ん
を
展
示
し
た
と
こ
ろ
、
ボ
ト
ル

キ
ャ
ッ
プ
回
収
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

多
く
の
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。

　
越
谷
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推

進
協
議
会
主
催
の
第
５
回
ま

ち
づ
く
り
講
演
会
が
越
谷
中

央
市
民
会
館
劇
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
初
め
に
地
域
の
催
し
物
で
は

「
越
ヶ
谷
小
学
校
木
遣
り
保
存
会
」

の
演
技
、
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
「
ク
ロ
イ

ツ
・
ダ
ン
ス
ア
ー
ト
」
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

　
続
い
て
の
講
演
で
は
、「
笑
顔

で
広
げ
る
地
域
の
輪
」
と
題
し
、

元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
キ
ャ
ス
タ
ー
村
松
真
貴

子
氏
が
司
会
者
や
観
客
を
巻
き
込

み
、
ユ
ニ
ー
ク
な
方
法
で
上
手
な

自
己
紹
介
の
方
法
な
ど
を
説
い
た

り
、
他
県
の
自
治
会
が
苦
労
し
た
ま
ち

づ
く
り
の
例
を
紹
介
さ
れ
、
と
て
も
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。

第11回協働フェスタ みんなで作ろう地域と市民のまちづくり １月26日㈯
　
１
月
13
日
㈰
、
午
前
11
時
よ
り
富
士
中
学
校
体
育

館
に
て
、
多
く
の
来
賓
を
迎
え
成
人
式
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
富
士
中
学
区
内
の
新
成
人
３
５
６
名
の
内

２
８
０
名
が
出
席
し
、
女
性
の
晴
れ
着

姿
が
ひ
と
き
わ
目
を
引
く
華
や
か
な
式

典
と
な
り
ま
し
た
。

　
新
成
人
実
行
委
員
の
鶴
見
愛
さ
ん
の

司
会
で
飯
島
実
行
委
員
長
、高
橋
市
長
、

瀬
賀
市
議
会
議
員
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
応
え
て
新
成
人
を

代
表
し
て
宮
崎
幹
太
さ
ん
か
ら
心
強
い

誓
い
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　
恩
師
紹
介
で
は
、
大
き
な
歓
声
が
飛

び
交
い
、
先
生
と
生
徒
の
絆
の
深
さ
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
式
典
後
に

は
、
抽
選
会
と
恩
師
を
囲
ん
で
の
茶
話
会
で
賑
や
か

な
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。
新
成
人
の
今
後
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
２
月
11
日
（
月
・
祝
）、
第
34

回
彩
の
国
21
世
紀
郷
土
か
る

た
越
谷
市
か
る
た
取
り
大
会

が
越
谷
市
立
総
合
体
育
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
南
越
谷
地
区
大
会
を
勝
ち

抜
い
た
団
体
戦

４
チ
ー
ム
と
個

人
戦
４
人
の
選

手
が
出
場
し
、

練
習
の
成
果
を

発
揮
し
頑
張
り

ま
し
た
。
こ
の

う
ち
団
体
１

チ
ー
ム
（
赤
山

３
丁
目
子
ど
も
会
）
が
ベ
ス

ト
８
に
入
り
健
闘
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
４
年
生
や
５
年
生

の
選
手
が
多
く
今
後
の
活
躍

が
楽
し
み
で
す
。

　
１
月
18
日
㈮
、
南
越
谷
小
学
校
１
年

生
の
授
業
と
し
て
「
む
か
し
か
ら
の
あ

そ
び
大
会
」
を
南
越
谷
地
区
セ
ン
タ
ー
、

南
越
谷
小
学
校
教
室
・
体
育
館
・
校
庭

に
て
午
前
９
時
30
分
か
ら
コ
ミ
協
福
祉

部
会
員
を
は
じ
め
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
26
名
が
講
師
と
な
っ
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
10
種
目
（
こ
ま
ま
わ
し
、
け
ん
玉
、

紙
で
っ
ぽ
う
、ゴ
ム
で
っ
ぽ
う
、お
手
玉
、

折
り
紙
、
は
ね
つ
き
、
竹
と
ん
ぼ
、
紙

ひ
こ
う
き
、
た
こ
あ
げ
）
を
小
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
遊
び
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
は
、
講
師
の
指
導
で
繰
り
返
し
楽

し
そ
う
に
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

南越谷地区クリーン活動環境・衛生部会

　
３
月
２
日
㈯
、
本
年
度
４
回
目
と
な

る
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
が
南
越
谷
地

区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
の
玄
関
前
に
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
コ
ミ
協
環
境
・
衛
生

部
会
員
が
、
何
色
も
の
ビ
オ
ラ
の
花
苗

６
０
０
ポ
ッ
ト
を
色

と
り
ど
り
の
セ
ッ
ト

に
分
け
て
、
希
望
す

る
19
自
治
会
に
配
布

し
ま
し
た
。

　
各
自
治
会
で
は
、

５
月
頃
ま
で
き
れ
い

な
花
を
咲
か
せ
て
、
環
境
美
化
や
防
犯

に
も
役
立
て
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

花いっぱい運動環境・衛生部会

むかしからのあそび大会

　
３
月
11
日
㈪
、
平
成
30
年
度
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
連
絡
会
議
が
越
谷
中
央
市
民
会

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
会
の
挨
拶

の
後
、
事
例
紹
介
と
し
て
桜
井
地
区
コ

ミ
協
の
「
桜
井
地
区
防
災
マ
ッ
プ
作
成

〜
活
用
ま
で
」
と
南
越
谷
地
区
コ
ミ
協

の
「
地
域
防
災
に
関
す
る
取
り
組
み
」

に
つ
い
て
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　
南
越
谷
地
区
コ
ミ
協
防
災
部
会
は
「
災

害
は
忘
れ
な
い
う
ち
に
や
っ
て
く
る
」

を
掲
げ
、
地
区
自
治
会
と
の
取
り
組
み

を
説
明
し
ま
し
た
。

　
次
に
「
地
域
防
災
力
の
強
化
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
に
獨
協
大
学
教
授
高
松

和
幸
氏
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　
阪
神
淡
路
大
震
災
（
１
９
９
５
年
１

月
17
日
）
で
は
近
隣
の
人
に
よ
っ
て
８

割
以
上
の
生
命
が
助
け
ら
れ
た
、
地
域

の
力
は
大
き
い
、
防
災
訓
練
活
動
で
実

践
を
通
じ
て
地
域
防
災
力
の
意
識
向
上

が
図
れ
る
、
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

越谷市かるた取り大会

コミュニティ連絡会議 地域防災力の強化

成人式 志を高く持ち、羽ばたけ未来へ


